
２０２３年度事業計画（案） 

 

１．基本方針 

２０２３年度は、引き続き「包装学の深化と体系化、社会の要請に応えうる開かれた学会

づくり、包装分野を担う次世代人材の育成、国際化の推進」を柱に事業を展開します。具体

的事業としては、会員相互の研究情報の交換・啓発のための研究発表会、シンポジウム、各

種研究会等の開催、並びに学会誌「日本包装学会誌」の刊行などです。以上の目標を実現す

るために、以下の方針を立てます。 

 

「躍動する女性・若手・学生会員」 

産・官・学・民の会員が融合し形成されている「包装学」の特色を生かし、次世代の研究

開発をリードしていく女性・若手・学生が活躍しやすい雰囲気を、各種のイベントや委員会

活動を通じて醸成していきます。 

 

「情報発信機能の強化」 

裾野の広い包装分野を対象にした学術団体としての存在をこれまで以上に広くアピールす

るための取り組みを強化するとともに、質の高い科学技術情報の交流と研究成果発表の場を

提供していきます。 

 

「国際化・異分野共生」 

リアルタイムで全世界の研究開発技術情報が容易に入手できる一方で、人と人とが時間を

かけて対面で対話することの大切さが見直される中、学会の国際化に加えて融合の可能性を

異分野に積極的に求める機会の検討を進めます。 

 

 

２．学会の運営計画 

２－１．通常総会 

対面方式、メール配信、ｗｅｂ審議等による開催を計画する。 

 

２－２．理事会 

２回または３回開催の予定とする。 

 

２－３．会長補佐会議 

２回または３回開催の予定とする。ただし、緊急性の高い審議事項のある場合は、臨時に

開催するものとする。 

 

 

３．各委員会の活動計画 

３－１．編集委員会 

例年通り、論文等の査読・掲載、特集の企画、学会誌発行、編集委員会の開催を行う。 

J-STAGEへの一般論文、技術報告、ノートの登載を進める（Vol.33 No.1からの予定）。 

広報委員会と協力し、学会 HPへの「用語」の掲載を進める。委員数を上限の 20名で維持し、

委員会内の交流を活発化する。 

 

（長期活動方針） 

⚫ 学会外に対する認知を高め、論文投稿数を増加する。 



⚫ 時機を得た特集、会員にニーズが高く有益な情報を学会誌に掲載する。 

⚫ 総説を少なくとも年に２回を目標に掲載する。 

⚫ 上記に基づく会員増に努める。 

 

（他委員会との協働） 

企画委員会のシンポジウムのテーマと学会誌の特集テーマが類似することがあり、事前に

内容の情報交換を行い、シナジー効果の創出につなげたい。 

 

 

３－２．企画委員会 

⚫ シンポジウムを 3回開催する。第 88回：R5.6/23に「食品ロス削減に向けた食品技術と

容器包装の役割」について開催決定。第 89回：R5.11/10（最有力日）に医薬品・化粧品

関連の 4、5題で開催予定。また、第 90回：R6.2に第 87回の続編として循環型社会の実

現に関連するテーマ 4、5題で開催予定。なお、第 89回はオンラインで開催する。 

⚫ 各シンポジウムの企画および状況に関する確認と委員間の意思統一を図るため、企画委

員会を 3回以上オンライン形式で開催する（第 143回：R5. 5/15開催、第 144回：R5.9

末～10上旬予定、第 145回：R5.12上旬予定。また、R6年度向けに第 146回：R6.1末～

2上旬予定。その他、必要と認められる場合に追加で実施する場合あり。 

⚫ 企画立案の参考とするため、アンケート調査を 3回のシンポジウムのうち最低 1回で実

施する。 

 

（長期活動方針） 

⚫ 社会情勢等を勘案しながら、集客力の高い企画を立案し続ける。 

⚫ 医薬品担当委員の強化を図る。 

⚫ 委員会活動を通じた若手の育成を図る。 

 

（他委員会との協働） 

⚫ シンポジウムの講演者に日本包装学会誌の解説記事を依頼する、あるいはその逆など、

編集委員会との連携を想定。 

 

 

３－３．研究委員会 

（１）バリア材料研究会 

 第 26回バリア材料研究会を開催する。 

（２）輸送包装研究会 

 輸送包装ディスカッション 2023を開催する。 

（３）包装とＩｏＴ研究会 

 研究会幹事を交代し、新体制を構築するとともに、オンラインセミナー「スマートフード

チェーンプラットフォームの取り組み」を開催する。 

（４）若手の会 

 組織体制を一新することで、若手の会の活性化を促す。 

 

（長期的活動方針） 

現在活動中の４つの研究会は今後も継続し、当会の活動を通じて学会の活性化をめざす。各

研究会の長期的活動方針は次のとおりである。 

⚫ バリア材料研究会 米国、欧州、日本/アジアの各極にメンバーと拠点を持つ強みを生か



した情報交換や人材交流。 

⚫ 輸送包装研究会  輸送包装ディスカッションによる情報交換や人材交流の場を提供。 

⚫ 包装と IoT研究会 「情報ＩＴネットワーク社会における包装」という切り口から、モ

ノのインターネット、クラウドコンピューティングを含めて包装の新領域を開拓する技

術者の支援をしていく。 

⚫ 若手の会 学会の振興につながる活動を継続して実施する。 

 

（他委員会との協働） 

⚫ 広報委員会、編集委員会との連携により、研究会イベント開催案内（ＷＥＢサイト掲載、

メールマガジン配布、学会誌への案内）を効率的に行う 

 

 

３－４．大会運営委員会 

第３２回大会の開催方式については、現時点ＣＯＶＩＤ－１９は収束方向であるものの、

２０２３年年始までに開催方式の決断を迫られたことから、やむを得ずオンライン方式開催

との結論に至った。第３１回・３２回年次大会の経験則を踏まえ、より良い大会とすべく鋭

意準備を進めている。 

 

（１）年次大会に向けた委員会活動予定 

⚫ 第２５０回 ２０２３年４月１１日 会議室＋ｗｅｂハイブリット会議審議 

   （以下計画） 

⚫ 第２５１回 ２０２３年６月１３日 会議室＋ｗｅｂハイブリット会議審議 

⚫ リハーサル（第２５２回として） ２０２３年７月４日 

⚫ 大会１日目 ２０２３年７月２０日 口頭発表・受賞発表・特別講演（ＺＯＯＭミーティ

ング） 

⚫ 大会２日目 ２０２３年７月２１日 口頭発表・ポスター発表（ＺＯＯＭミーティング） 

現時点、発表数；３６件（口頭２４件、ポスター１２件）の申し込み 

➢ 口頭発表オンデマンド配信（Ｗｅｂサイト掲示） ２０２３年７月２６日～８月２５ 

➢ ポスター発表（Ｗｅｂサイト掲示） ２０２３年７月１２日～７月２５日 

➢ 質問フォーム受付 ２０２３年７月１２日～８月２５日 

➢ 質問フォームに対する発表者回答 ２０２３年９月１５日締め切り 

⚫ 第２５３回 ２０２３年９月５日 会議室＋ｗｅｂ会議審議 

（以降の日程詳細は未定） 

 

（２）第３３回年次大会について 

⚫ 日程 ：２０２４年７月（日程調整中） 

⚫ 会場 ：現地開催とすべく討議を重ねたい 

 

（他委員会との連携） 

第２８回開催を最後にＩＰＳが開催できていない。年次大会の開催方式が色濃く影響を及

ぼすことが原因の一つであることから、国際交流委員会と連携を密にして、第３３回大会で

の再開を目指したい。 

 

 

３－５．広報委員会 

（１）学会ホームページのセキュリティ強化 



 学会 HPは暗号化されない通信方法を用いていた。公的学会としての社会的責任と閲覧者に

安心して訪問していただくことを目的とし、学会 HP を https に変更することを検討した。

https 化により検索エンジンを用いた場合、上位候補として結果が出る頻度が増加し、学会

HPへの来訪者の増加も期待できる。 2023年度の予算に計上し、理事会承認の後、５月２日

より変更実施した。 

 

（２）学会 HPへ公開１年未満の文献のアブストラクト部分（１ページ目）を掲載する 

 これまで、一般論文は学会誌で公開された数年後に HP上で公開されていたが、タイムリー

に共有できるのは会員のみとなっていた。貴重な学術成果はいち早く・広く関連研究者へ共

有することが望ましいと考え、編集委員会のＪ－Ｓｔａｇｅへの登録と連動し、HP上でもア

ブストラクト部分を学会誌発行と同時に掲載する。2023年度の予算に計上し、会長補佐会議

承認の後、昨年度末に掲載実施した。更に、今後編集委員会と連動し J-Stage 掲載文献と同

じ内容を HPへ掲載するようにする。 

 

（３）学会誌「用語」のＨＰ上に掲載 

 学会誌に毎回掲載される「用語」をＨＰ上に掲載し、技術用語の解説を一般の方へも公開

することを検討する。「用語」は基本的な解説がされており、初めて調べる方への良い情報源

となると考えられる。また、会員にとっても過去のコンテンツを確認する際、学会誌を探す

ことなく、ＨＰ上で簡単に閲覧することもできまる。 会員外の研究者、学生が基本的な解説

を求める際に、検索によって学会ＨＰに訪問する機会が増え、学会のＰＲの役目も果たすこ

とが期待される。 理事会で承認され、掲載方法の詳細については会長補佐会議に一任してい

ただいた。 

 

（長期活動方針） 

広報委員会として、引き続き学会の活動内容を内外に伝え、学会所有の技術情報の有効活

用を目指す。またこれらの活動を通じ、会員増加に努める 

 

（他委員会との協働） 

⚫ アブストラクト部分の掲載については編集委員会と連動します。 

⚫ 来年度の年次会は現地開催が予想されるため、大会運営委員会の方針に従い有効な広報

活動を計画します。 

 

 

３－６．国際交流委員会 

２０２４年に IPSを開催できるかどうか議論を進める。２０２３年の年末ごろには、開催

可能性についてある程度方針を明らかにする。 

 

（長期活動方針） 

ポストコロナにおいてどのような国際交流を行うことができるか議論を進める。 

 

（他委員会との協働） 

大会運営委員会と連携しながら、２０２４年に IPS を開催できるかどうか議論を進める。

また、IPSの開催には予算を確保する必要があるため、財務委員会とも連携を図る。 

 

 

３－７．学会賞等選考委員会 



⚫ 年度末までに、学会賞、奨励賞、論文賞、功労賞について、授賞選考を行う。 

⚫ 日本包装学会学会賞等選考委員会内規の第 2条で、委員会は選考委員１１名で構成する

とあるが、現状欠員があるため委員を充足させる。 

 

 

３－８．財務委員会 

⚫ 支出削減による収支バランスの健全化 

⚫ 毎月の財務状況確認による健全な財務運営 

⚫ 各委員会活動を支援可能な予算の作成。 

 

 

３－９．総務委員会 

総会、理事会、会長補佐会議の事務局として、効率的な学会運営を進める。学会活性化、

財務健全化に向け、会長補佐会議、理事会での討議を進めていく。 

 

 


